
 

別記様式第四（第二十九条関係） 

 

 

 

工 事 完 了 届 出 書  

年   月   日 

（宛先）野田市長  

 

住 所 

届出者 

氏 名                

 

 都市計画法第３６条第１項の規定により、開発行為に関する工事（許可番号     年 

   月  日          第        号）が下記のとおり完了しました

ので届け出ます。 

 

記 

 

１  工事完了年月日          年   月   日 

 

２  工事を完了した開発区 域 

   又は工区に含まれる地域の名称 

 

 

 

 

 

 

※受 付 番 号     年   月   日     第      号 

※検 査 年 月 日 年   月   日 

※検 査 結 果 合       否 

※検 査 済 証 番 号     年   月   日     第      号 

※工事完了公告年月日 年   月   日 

 備考 １ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載

すること。 

    ２ ※印のある欄は記載しないこと



（裏面） 

≪工事完了検査におけるお願い事項及び工事完了届出書について≫ 
★検査前に、全てチェック済でないと完了検査が受けられません。 

★該当欄にチェックすること。 

確  認  事  項 該当有無 チェック欄 

自
己
用
・
非
自
己
用
全
て
該
当 

【境 界 杭】①埋設されているか②設置方法は妥当か③杭の種類は申 

請時と変更ないか④杭間は測量通りか 

■有□無 

 

□ 

 

【造  成】①計画は許可通りか②地盤高は許可通りか ■有□無 □ 

【排  水】①計画は申請通りか②経路は許可通りか③構造は許可通 

りか④構造物は正しく施工されているか⑤合併浄化槽の

人槽は申請通りか⑥公共下水道の宅内桝の構造は許可通

りか⑦汲み取り箇所は許可通りか 

■有□無 □ 

【浸 透 桝】①構造・設置箇所は許可通りか ■有□無 □ 

【整 合 性】①許可時と変更になった部分はあるか □有□無 □ 

高

低

差

有 

【土 留 め】①構造は申請通りか □有□無 □ 

【法 勾 配】①申請通りか □有□無 □ 

【擁  壁】①高さ・構造は申請通りか 

②水抜き穴は適切に設置されているか 

□有□無 □ 

共

同

住

宅

等 

【ごみ置場】①構造・寸法は申請通りか □有□無 □ 

【道  路】①確定測量図は出来ているか 

②セットバックが正しく行われているか 

□有□無 □ 

【消 火 栓】①事前協議箇所分設置されているか □有□無 □ 

【防 犯 灯】①事前協議箇所分設置されているか □有□無 □ 

【カーブミラー】①事前協議箇所分設置されているか □有□無 □ 

【工事完了届出書】    ①必要事項が記入されているか □ 

【工 事 完 了 日】    ①開発行為許可通知書の予定日内になっているか □ 

【工事完了届出書の添付書類】①工事完了届出書 ②開発許可通知書の写し（変更をして

いるときは変更許可書の写しも）③位置図（１／２５００都市計画図）④確定測量図  

⑤土地利用計画図（排水計画図を含む）⑥３２条協議書の写し（締結している場合のみ） 

□ 

【必要と認められる場合の追加添付書類】①申請者住民票（法人は登記事項証明書） 

②登記事項証明書（土地）③始末書（実印押印、印鑑証明書添付）  

□ 

【帰属施設の有】①公共施設帰属届出書は工事完了届出書と同時に提出できるか②帰属書

類は担当課ごとにまとめられているか③帰属届のうち公告の写し、分筆後の公図、全部事

項証明書（土地）を除くすべての書類はそろっているか 

□ 

≪完了検査の留意事項≫ 

① 完了検査日については、事前に都市計画課と日程の調整をしてください。道路・公園・下水道の

帰属部分については､担当部署が検査を行いますので場合によっては担当課と日程調整を行って

ください。また、検査方法は担当課の指示に従ってください。 

② 検査にあたっては、巻尺の他、現地で距離を計測するのに必要な器具を用意してください。また、

計測がスムーズに行えるよう境界杭の位置を明確にしてください。 

 


